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令和4年度の活動を振り返って 

 今年度は一昨年から続く新型コロナウイルス

の感染による様々な感染対策が行われる中で、

徐々に活動が再開されるようになりました。  

例年６月に開催されている「環境の日ひろしま

大会」は、今回も大会特設Webサイトを通したオ

ンラインでの情報発信になり、当協議会の取組に

ついて写真や文章などで紹介しました。アクセス

数は9590回、当協議会へのアクセス数は50回

でした。 

当協議会の一番大きなイベントである 「ひろ

しま温暖化ストップ！フェア」も過去2年間、会場

での開催ができなかったことを考えて当初から

オンラインでの開催を決定し、8月 1日～8月31

日までの期間でWeb開催をしました。内容として

は企業会員からの取組紹介や、温暖化ストップに

関するクイズなどを行い、クイズ当選者には抽選

でエコグッズ等を送りました。閲覧者アクセス数

は3070回、クイズ回答数は318件でした。オンラ

インでのトップページには、草の根省エネ診断の

案内表示を入れた結果、昨年の22件を上回る

173件の診断実績を上げることができました。 

１０月には、「エコロジーマーケットー環ッハッハ

in よしじまー」が参集型で開催され、場所は以前

より狭くなったものの久しぶりのリアルイベント

への参加をしました。当協議会は写真や文章な

どで活動紹介しましたが、段ボールに入った土壌

の改良についての説明には手で触れて聞き入る

方も多かったです。 

 

１２月には、太平電業(株)のご厚意により『西風

新都バイオマス発電所』の見学会を実施するこ

とができました。バイオマス発電とCO2の活用に

ついての理解が深まりました。 

出前授業は、戸坂城山小学校、井口台小学校、

大河小学校、中筋小学校、高須小学校で実施し、

総勢250名、宇品東児童館では 13名が参加し、

地球温暖化の現状について知ってもらいました。 

今年度の協議会加入者として、出前授業の実

績のある団体からの参加があり、次年度以降の

協議会活動に期待されます。 

環境学習の支援事業の「高校生セミナー」で

は広島大学名誉教授の中越信和博士に、「マツ

が果たす地球環境改善」のタイトルで講演してい

ただきました。 炭素を吸収してくれるマツにつ

いての講演で、質問者も多く活発な質疑応答で

した。 

1 月から 3月の活動 

○教育・学習WG: 

  ・高校生のための地球温暖化対策セミナー 

   ２月 11日 広島市青少年センター(中区) 

  講師 : 広島大学名誉教授 中越信和博士 

  タイトル : マツが果たす地球環境改善 

○協議会全体会議: 

  ・１月２７日・２月２４日・３月２４日 
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活動詳細レポート 

『高校生セミナー』   

２月１１日に広島大

学名誉教授中越信和

氏によるセミナーを

実施しました。「マツ

が果たす地球環境改

善」というタイトルで

講演いただき、10名

の参加がありました。

マツの歴史、活用の

方法、マツと温暖化

対策の関係などについてお話しいただき、アン

ケートの結果では、とても有意義だった。今後と

も参加したいと好評でした。参加した高校生には、

「受講証」を交付しました。 

 

 

 

 

 

 

 

４月の活動予定 

○協議会役員会: 

・4月 14日１3時30分～市役所４階共用会議室  

○協議会全体会議: 

・4月２1日１０時～   市役所４階共用会議室  

 

     お知らせ 

「自転車の活用に関するルール改正について」 

当協議会では、自動車から自転車への転換を

促すとともに、正しい自転車の利用方法の啓発

のため、各種イベントにおいて自転車ルールクイ

ズを実施しています。 

近年、自転車の関係する事故が多発している

状況などから、変更された自転車の交通ルール

を紹介します。 

① 広島県では、『広島県自転車の活用の推

進及び安全で適正な利用の促進に関する条例』

を制定しました。(令和4年 10月 6日公布) こ

の中で、「自転車利用者は、自転車損害賠償保険

等に加入しなければならない」とされ、４月１日か

らは自転車保険の加入が義務化されます。 

② 『道路交通法』の一部改正に伴って「自転車

に乗車するものに対する乗車用ヘルメットの着

用に係る努力義務」が定められ、４月１日からは自

転車に乗る人は年齢に関係なく、乗車用ヘルメッ

トをかぶるよう努めなければならなくなりまし

た。 

次号(59号)の掲載予告 

6月末発行予定 

○令和5年度の活動予定 

協議会活動参加へのお誘い 

温暖化は私たち「みんなの問題」。私たちとと

もに温暖化防止活動に取り組みましょう。協議会

では、あなたの参加を待っています。 

編集後記 

第58号はいかがでしたか。載せてほしい情報
やご意見などをお寄せください。お待ちしてい
ます。  

 E－mail:ondanka-t@city.hiroshima.lg.jp 
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